
スマート農業推進フォーラム 2023in東海 概要 

 
日時：令和５年 12月５日 11:30～15:10 

場所：名古屋国際センター別棟ホール 

 

【主催者挨拶（東海農政局 森局長）】 
主催者を代表しましてスマート農業推進フォーラ

ム 2023in東海開催にあたりましてご挨拶を申し上

げます。 

本日は会場、またオンラインにて多数の方々にお

忙しい中お越しいただき誠にありがとうございま

す。 

さて、農林水産省におきましては、昨今の世界的

な食料安全保障環境の変化、またカーボンニュート

ラルなどを含めました地球環境問題への関心の高まり、そしてまた我が国の人口減

少等の大きな環境の変化を踏まえまして、現在の食料農業農村基本法の見直し、検証の

仕事を進めているところです。 

９月には様々な業務を踏まえまして、審議会から最終答申が示されておりまして、現

在、答申を踏まえながら来年の通常国会には農業の基本法の改正案を提出しようという

ことで検討、準備をするというところです。 

この中で、スマート農業につきましては、大きな政策方向性の４本柱の一つとして位

置付けられてございます。生産性が高く環境負荷の少ない農業を実現していくと、こう

いう観点の方向性を持ちまして、新しい技術の開発ですとか、またサービス事業体の活

用などを通じてスマート農業技術の現場実装をより進めていくと、こういう方向性が考

えられています。 

こういった方向性を踏まえまして、東海農政局におきましては、スマート農業技術の

情報発信でございますとか、スマート農業機械の導入支援などがございますけれども、

本日のフォーラムもその一環として開催しております。 

本日のプログラムでは、農研機構の中谷副理事長から基調講演をいただきますととも

に、東海管内で進められてきましたスマート農業実証プロジェクトの成果報告、企業に

よるスマート農業技術に関する取組の紹介等、諸々御用意しております。先ほど案内も

ございましたけれども、この隣の棟で展示も行っておりますので、時間があればご覧い

ただきたいと思います。 

さらには、今週の木曜日、金曜日にウィンクあいちでＮＰＯ法人東海地域生物系先端

技術研究会の主催によりまして、アグリビジネス創出フェア in東海が開催される予定

です。こちらの方もご覧いただければと思います。 

長くなりましたが、本日はフォーラムが実りあるものになり、皆様方のスマート農業

に関する関心をさらに高めていただくとともに、現場実装の取り組みが一層進んでいく

ことを願いまして挨拶にかえさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 



【基調講演（農研機構 中谷副理事長）】 
平素は農研機構、東海地域におきましては特に

中日本農研に様々なご支援・ご協力をいただき御

礼を申し上げます。 

それでは、まずは自己紹介を兼ねまして、私ど

もの農研機構の宣伝をさせていただきたいと思い

ます。私ども農研機構は、職員数約 3,300名の日

本で最大の農業研究機関でございます。北海道か

ら沖縄まで拠点を持っており、本部は茨城県にご

ざいます。東海地方では三重県の津市に野菜の品種改良に関する拠点があり、様々な研

究開発を進めているところです。 

 

【農研機構の概要と取組み】 

私どもの基本的な目標を三つお話したいと思います。一つは、食料自給率向上と食料

安全保障、それから、農業、食品産業の産業競争力強化と輸出の拡大。それから、みど

り戦略をはじめ生産性の向上と環境面の両立を目標として掲げております。 

農研機構では、三つのタイプの研究タイプを推進してございます。ひとつが、セグメ

ント研究（専門研究）で、畜産の研究であったり野菜の研究であったりというようなこ

と、それからもう一つは、そういう専門研究に横串を通して総合的に問題解決を図るこ

とで、内部プロジェクトという形で横断的な研究開発を進めてございます。さらに、そ

れらのベースとなる AIでありますとかデータでありますとか、或いは遺伝資源であり

ますとか、高度な分析技術を共通基盤技術として、この三つを進めて日本の農林水産業

の発展に貢献していこうと研究を進めてございます。 

先ほど森局長の挨拶にもありましたように、みどりの食料システム戦略に向けて私ど

もも様々な努力をしております。2050年までにカーボンニュートラル、それから、化

学農薬の半減、化学肥料を３割削減、有機農業 100haと非常に高い目標を掲げて、これ

の実現を目指していこうとしております。目標は 2050年ですので、やはり指数関数的

にぐっと伸びていくということを想定しており、やはり今すぐこの立ち上げを図って、

この矢印の曲線に載せていかないと 2050年には目標達成はおぼつかないと考えており

ます。 

そのために、私どもがどういうことを考えているかということでございますけども、

みどり戦略の実現に向けた私どもの取組みの例を示してございます。これはあくまで事

例でございます。ゼロエミッションだとか有機拡大と書いてございますが、資料の「開

発済み成果の普及」が、すでに開発が進んでおりすぐ現場で使っていただきたい、普及

していくんだという段階のものとなります。「持続的イノベーション」は、割と近い将

来、実用化ができるもの。まだ開発段階ではあるものの実用化を加速度的に進めて近々

に使っていただける、またみどり戦略実現に貢献していただけると整理をしてございま

す。「破壊的イノベーション」は、非常にハードルが高いですが、これを突破すれば、

かなりみどり戦略の実現に向けて強力なツールになるというものです。 

「開発済み成果の普及」は、事例で示します。例えば、水田の中干しを延長すると、

水田からのメタンの発生が抑えられます。それから、化学農薬低減ですと、例えば耐病



性品種はもうありますし、天敵もすでに製剤化しているもの、実用化しているものがご

ざいます。 

化学肥料の削減ですと、例えば肥料の見える化アプリはすでにでき上がっていますの

で、こういうものをテコにまずはスタートダッシュをしっかりする。そのあと、「持続

的イノベーション」は近々にできそうなものには実用化に全力を挙げる。それから「破

壊的イノベーションを目指した課題」につきましては、基礎段階からの研究が必要です

ので、しっかりと研究開発を進めて、2050年間に合うようしっかりと進めるという作

戦をとってございます。私どもは 2050年までは待ちません。できるものからすぐに手

をつけるというふうに考えてございます。 

農林水産省では、みどり戦略に関する事業を様々展開されてございます。その中で、

私どもはみどりの実証に協力をして、一緒に今、「開発済み成果の技術の普及」を進め

ていきたいと考えております。それぞれ農政局単位でみどりの実証を進められると思い

ますけども、私どもには地域農研というのがございます。東海に関して言えば、中日本

農研が東海農政局さんと密接に連携をとって、その実証の推進を支援していくという取

り組みを進めております。全国でいえば私どもが支援している実証地区は 14地区で、

東海にも 1ヶ所、岐阜県内で連携をして、支援をさせていただいています。こういうこ

とを通じて、2050年の目標を達成していこうと考えております。 

それからもう一つ、やはり普及のツールとして、技術カタログというものが使われて

ございます。その中でも私どもが提供している技術を掲載してございます。 

例えば有機質肥料の肥効の見える化アプリの事例でございます。有機質肥料はなかな

か肥効を判断するのが難しいところがございます。それを比較的簡単なシステムで見え

る化できるものも発表し、これを実際に使っていただけるようにアプリ化して提供して

いるところです。 

このような取組みを通じて、みどりの実証を成功に導いて、それを成功事例として横

展開し、2050年目標達成に貢献していこうというふうに考えております。 

それから、有機農業拡大のための取組みの事例で「持続的イノベーション」を近々実

用化したいと思っているものの事例でございます。有機農業の面積を拡大しようと思う

と、やっぱり水田作は外せないものだと考えてございます。 

みどり戦略実現に向けた水田作での隘路は、一つは、やはり除草でございます。機械

除草というのは非常に有効な手段です。畝間の除草は比較的うまくできるようになって

いる。ただ一方で問題になるのは、株間の除草です。それでここでスマート農業の技術

を活用して、いっそう株間を失くしてしまう。端的に言うと、正方形に植える。そうす

ると畝間も株間もなく両方向で機械の除草ができる。このような技術体系を、今、一生

懸命開発をしておるところでございます。プロトタイプはもうでき上がってございます

ので、あと 2～3年、もうちょっとかかるかもしれませんけども、市販まで持っていき

たいと考えてございます。 

このようにみどり戦略とスマート技術というのは比較的相性がいいです。私どもはこ

の 4月にスマート農業とみどり戦略を一体的に推進するみどり戦略スマート農業推進室

を農研機構本部に作り、みどり戦略スマート農業実現に向けてさまざまな対策を打って

いきます。 

 



【スマート農業をめぐる動き】 

それでは、話の重点をスマート農業に移してお話したいと思います。日本の農業の現

状、高齢化、人口減少、それに伴って、右側にございますように、農地の集積を進めて

規模拡大を進めていかないと、農業の生産力が低下し、食料安全保障に大きな脆弱性を

もたらすということになると思います。 

それで規模拡大が近々の課題でございますけれども、水田作の例があります。もちろ

ん狭い規模から経営規模拡大していきますと生産性が向上します。ただ、今現在のトラ

クター、田植機、コンバインという体系では、20ヘクタールぐらいの規模まで大きく

していくとそれ以降なかなか生産性が向上しない。これを打破するのがスマート農業の

目標です。 

スマート農業というと下町ロケットの影響でロボットトラクターをイメージされる方

が多いと思いますが、実際には、データの活用、情報共有、AI、IoTを活用した農業と

いうことで、期待される効果としては、超省力大規模生産を実現するということです。 

それから、ここ結構ポイントになりますけれども、データの活用を通じて作物の能力

を最大限発揮する、これもスマート農業の大きな効果というふうに考えております。ち

ょっと昔のことを思い出していただけると、精密農業のプレシジョン・ファーミングと

呼ばれたものの中身です。それから、きつい作業危ない作業からの解放、誰でも取組み

やすいこと、消費者・実需者への安心と信頼提供、これらがスマート農業に期待される

効果でございます。 

さらに、先ほど申し上げましたように、データを活用することによる環境保全という

ところにも相性がいいので、みどりの食料システム戦略の実現にも貢献できるというふ

うに考えてございます。 

農水省のスマート農業の推進総合パッケージですけれども、実証を進めてさらにその

普及を図っていくということで、その中には、農業支援サービスもあり、これもちょっ

と後で触れますが、まだ技術要素が足りないものもたくさんございます。さらなる技術

開発等々も課題になっておりまして、整理する方向で進めること理解いただければと思

います。 

 

【スマート農業実証プロジェクトの概要】 

それではその中でスマート農業実証プロジェクト。私どもが運営を担当させていただ

いておりますその概要についてご報告したいと思います。 

こちらは、令和元年から始まったものでございます。スマート農業の実証プロジェク

トの目標は、スマート農業の本格的普及を目指して、現場で「見られる・試せる・体験

できる」。それから、それを通じてスマート農業自体の技術向上、コスト低減、それか

ら収益向上等を目指していこうと始まったものです。これは現在実施しており、実証中

の地区数でございます。 

これまで、右下にございますように、全国で 217ヶ所のスマート農業の実証事業を進め

て参りました。 

初期の頃はやはり水田作が一番多く、水田作だけではなく様々な品目にということ

で、今は全体で見ると、露地野菜が一番多くて、水田作、それから、果樹・茶、施設園

芸、といったもので、スマート農業の実証を進めてございます。 



それから、ローカル５Ｇと申しますのは、ご案内の通り５Ｇをローカルに使う。そう

いうものに対して、通信インフラとしてのローカル５Ｇというものを実証しようという

ことです。総務省と農水省の共管、連携で進められている事業でございます。これだけ

の数の現在スマート農業の実証を行っているというところでございます。 

それで、目標も少しずつ時間の経過とともに変遷をしてございます。 

やはり最初の頃は、とにかくスマート農業を知って使ってもらおうという形で始めま

した。それから、その後ある程度、データも揃ってきましたので、スマート農業の導入

を促進するための実証。さらに、そこから抽出された課題を元にみどり戦略、食糧安保

など、新しい政策課題に対応するための実証、いう形で進めてございます。 

これがプロットした図でございます。このように、全国 217ヶ所。少し見にくいです

が、実際に一つもないのは、東京都だけです。 

 

【スマート農業技術の実証・分析】 

それではこの実証の結果の分析について少しお話したいと思います。 

まずは、一番目指すロボットトラクターでございます。ロボットトラクターは、皆さ

んご案内の通り、今、日本で市販されておりますロボットトラクターはレベル２と呼ば

れておるものでございます。こちらは、有人の近接監視下で無人運転ができるものでご

ざいます。それでも省力にはなるのですが、そこで、さらに省力ということを考え、有

人トラクターでついていって、あるいは周りで作業をして協調作業すれば、効率化でき

るのではないかということです。 

例えば、ロボットトラクターで耕運をして、そのあと有人トラクターで播種をすると

いったような有人無人の協調作業を実証してございます。大体、オペレーター1人当た

りの作業時間が平均で 32％。3割は削減できるといったところを実証してございます。

作業が効率化されるということでございます。特に春先の作業ピークの時には、この効

果は大きいのではないかということでございます。 

それから、本日も展示されてございますドローンでございます。これも様々なところ

で実証をさせていただきました。それで慣行防除に比べてドローン防除を行うと、全国

を平均すると約 61％作業時間が短縮されてございます。 

なかなか経営指標には表れてこないですが、軽労化については、肉体的な負担が軽減

されたということが大きい効果ではないかというふうに感じてございます。 

データは、右側の図にあります通りでございます。肥料散布、農薬散布において、効

果が全国平均として実証をされたということでございます。それからもう一つ、超省力

大規模に加えて、スマート農業のもう一つの効果として、作物の能力を最大限の発揮あ

るいは、例えば肥料なり農薬散布効率効果の最大化が一つのスマート農業の大きなメリ

ットではないかとお話しましたけれども、データを活用することによって、最も端的に

言うと、単収、品質の向上、こういうものが見込めるということでございます。 

特に最近、基盤整備で合筆をして、大区画のほ場を作るという事例が多いと思います

けども、そういう場合特に問題なのは、ほ場のムラでございます。これをドローンセン

シング、あるいは収量コンバインによる収量データから収量マップを作って、地力のム

ラ、生産力のムラをまず可視化します。可視化したマップに基づいてそれに最適な施肥

マップを作り、部分施肥ができる施肥機を用いて、GPSのシグナルを使って正確に肥料



を撒くことによって、ほ場の収量ムラを無くして均一化します。当然均一化すると収量

は普通は上がります。こういう形で増収、それから品質の一定化、というのもはたせる

というのがスマート実証の中でも明らかになったことでございます。 

それから、これは経営の事例でございますけれども、大規模水田作。先程ロボット作

業機の効果っていうのは申し上げました。ここで特に注目して欲しいのは総労働時間の

グラフでございます。５月の飛び出ているグラフのところが労働のピークとなっていま

す。これを下げることによって、平準化をしてできるだけピークを減らして、それで、

規模拡大ができる余力を作り出し、収益を向上させることができる可能性があるという

ことでございます。 

実際のデータは、経営体の中の 5.1ヘクタールで実証実験をしただけです。5.1ヘク

タールで計算すると、機械の減価償却が上がってしまって、むしろ、慣行に比べて、表

の一番下の利益は減っています。これをロボット農機が可能な面積まで拡大すると、利

益は向上するというデータが得られております。 

それからこれは水田作を事例に、横軸が慣行、それから縦軸が実証でございます。端

的にいうと使用前使用後でございます。それで、左側が労働時間、ロボトラ・コンバイ

ン・直進アシスト田植え機をセット導入した場合、やはり省力効果、労働時間の削減効

果が大きいものがみられました。一方でロボトラだけ、あるいは、田植え機だけだと遅

い作業に全てが律速されるので、労働時間の削減効果はあんまり大きなものが見られな

かったということでございます。右側は単収でございます。これも線上に載っているも

のありますが、或いは線上ちょっと下がっているものもありますが、押しなべて収量は

やや向上からよく向上しているというところでございます。 

これは先ほど申し上げましたデータ効果です。データを使って精密に管理する。しか

も、省力的に精密を管理することによって、単収が向上したということでございます。 

それでここにありますように、端的に言うと効果があったところと、効果がなかった

ところ、あまりはっきりしなかったところでございます。少し概略を申し上げますと、

やはり、収益の向上効果が見られたものの典型は、スマート農業の省力効果を使って規

模拡大を図ったという経営では、収益の向上が見られてございます。スマート農機、そ

れなりに高価でございます。ざっくりという大体ベースの機械に比べて、大体 3割ぐら

い高いです。そうすると、減価償却を補うだけの規模拡大。しかも、同じ人数の規模拡

大というのであれば、収益はスマート農業によって確実に向上するというのが一つの成

功パターンです。 

それで、裏返し。スマート農業を入れて規模拡大はしていませんというところは、 

収益が向上しない或いは減価償却の圧力で、収益が低下するという事例がみられまし

た。 

ただ一方で、そういう収益の向上が見られなかったところも、軽労化という意味で

は、スマート農業の技術は評価されております。 

例えば、防除作業。ドローン入れるとすごく効率的にはなると思いますが、それで、

防除作業の時間が減るかというと、時間の効果は少ないかなと思います。 

それから、最も典型的なアシストスーツです。軽労化され、現場の声はすごく楽にな

ってよかったっていう声もいただきますが、アシストスーツを入れても作業時間は減り

ません。 



そうすると、収益はなかなか効果がないということになります。それからもう一つの

スマート農業の成功事例っていうのは、やはり精密な管理による単収の向上です。実

際、実証地区の中でも盆地で、これ以上、規模拡大できないというようなところもござ

いました。 

それから、もう 200数十ヘクタールまで拡大していって、これ以上拡大できないみた

いなところがございました。 

その中で、収益の向上が見られたというのは、やはり作物の能力が最大限できるよう

な管理をしたことによる単収の向上、それから、品質の向上といったものでございま

す。 

大まかに省力効果を使って規模拡大の効果で収益を向上させるか、それとも、作物の

能力を最大限、省力的に発揮させることによって単収向上、品質向上で収益を向上させ

るという二つのパターンがあると思いますし、両方やるのが一番いいというふうに思い

ます。 

それで実際にスマート実証プロジェクトの成果は、スマート農業プロジェクトホーム

ページとか、こういうスマート農業成果プロのポータルなどで公表しておりますので、

ぜひご覧いただきたいと思います。  

 

【スマート農業の社会実装に向けて】 

それからこれを社会実証、横展開しているお話に移りたいと思います。 

スマート農業の利用拡大状況ということで、これは実証農家さんに、アンケートをとっ

た結果でございます。それで、さらに追加してスマート農機を購入されたい方々が、こ

のようにございます。ドローンが一番多いです。やはり効果があって気に入っていただ

いたということの証だと思います。 

それから、右上、実証経営体以外でも、スマート農業が拡大しているという実感をお

持ちの方が、60％以上の方がそういうふうに感じられるというところです。 

それで、実証農家以外で、増えているなと感じているのは、直進アシストの田植機、

ドローンというふうなものでございます。 

このように、ゆっくりではあるかもしれませんけどもスマート農業の横展開も実証の

中から進んでおります。 

これは農家さんからいただいた主な意見でございます。正確な作業ができるようにな

った、それから、生産管理システムは、「見える化に大きな効果があった」や「サブス

クでいいんじゃない」等です。 

それから、特に導入コストの二つ目。「スマート農業技術は素晴らしいが根底に栽培

の技術は必要。ビジョンを持った上で導入しなければ、機械化貧乏になるだけ。」これ

はまさに先ほど私が申し上げたことを述べられているのだと思います。 

そこれでスマート農業の本格普及に求められることですが、技術・ノウハウ等の情報

発信、それから産地の支援。それと、ここが割と重要だと思います。「私の経営にスマ

ート農業を入れたら儲かりますか」に答えるような経営の意思決定支援をするようなシ

ステム。 

これは私どもがスマート農業の中で、いただいたデータを基に経営指標みたいなもの

を作って、現在 10件募集して実証、それからバリデーションをやっております。これ



も近々提供できると思います。 

それから、やはりシェアリング、外部サービス、といったような新しい展開です。ス

マート農業の中でも、シェアリングには初期の中でも挑戦をしていますが、やはり個別

の農家さん同士のシェアリングだとあまりうまくいっていません。 

やはり、サービス事業体のようなもの作ってシェアを進めていく、そのことによっ

て、高額なスマート農機の機械の減価償却を下げていくというふうなことも必要だと思

います。 

もちろん低コスト化、それから安く作ってくれること。それから、これから先は、完

全リモートというふうなことになるとやっぱり法整備、社会インフラのものが必要であ

ろうと考えてございます。 

それから、サービス事業体。こういうサービス事業体が必要ではないか。 

機械施設の供給型はまさにロボットのシェアリングみたいなお話です。作業の受託、人

材派遣。それから、データを使う農機ですので、ハードル高いところもあります。デー

タ分析のサポート、それから複合サポート。このようなサービス事業みたいなものも、

どんどん進めて起こしていかないと、というふうに考えてございます。 

スマート商流への取組、こうやってデータに基づいて、農業を進めていくということ

になれば、商流のところでも、しっかりと ICTの技術をそのまま繋いで活用していくと

いうこともできるのではないかと考えてございます。 

これが技術開発のロードマップでございます。それで私どもが認識しておりますの

は、やはり水田作です。水田作はそれなりにスマート技術が揃ってきたと考えてござい

ます。次に、特に果樹のところ。果樹・園芸はまだまだ、スマート技術っていうのが不

足していると考えてございます。ですので、果樹のスマート化にも一生懸命取組んでい

るところでございます。野菜とか果樹で考えてみますと、水田作も一緒ですが、やはり

作業機械だけで問題を回避するだけでなく、植物側、作物側も機械に歩み寄って欲しい

と考えております。例えば、果樹。普通の従来の樹形ですと、自動収穫をしようと致し

ますと、鉄腕アトム並みのロボットがないと獲れないと思います。リンゴからみかんま

で樹形を揃えることによって、全部一緒とはいきませんが、同じような機械でというこ

とになれば、コストを下げられます。同じような機械で同じような型で作っていくとい

うところ、栽培様式、基盤整備みたいなところとスマート農業を連携して進めていくこ

とが必要ではないかと思っております。 

 

丁度時間になりましたので、これで、私どものお話を終了させていただきます。ご清

聴ありがとうございました。 

 

 

【質疑応答】  

（質問）スマート農業の導入において、日本の大きい生産法人等規模の大きい農業者に

ついてはコスト面も含めてメリットが認められてさらに導入が進むと思われる一方で、

国内の多くを占める中小規模生産者或いは中山間地域への生産者のスマート技術導入の

課題や今後の取組方向について伺いたい。 

（回答）この質問、非常によく受けます。例えば、先日、国際会議で同じくスマート農



業技術を発表したが途上国から「そのようなことは先進国の大規模農業だけの世界では

ないか。」と言われる。例えば、スマート農業実証プロジェクトの中でも、中山間地域

で規模の拡大の余地がない経営体の中で、作物の能力の最大限の発揮という側面のスマ

ート技術を生かして、限られた面積の中で収量品質の向上を図りスマート農業を活かさ

れて収益を上げられた、いう事例もございます。 

それから、農家さんの、コメントの中で私が印象に残っているのは、やっぱりビジョン

でしょうと。ただビジョンなくスマート農業技術を入れても、機械化貧乏になるだけで

すよ、というコメント。結局、ビジョンをどうやって実現するかというところで、スマ

ート農業技術はいろいろございますので、そこで選んでいただければ良いと思います。 

省力を追求する方向もあれば、品質収量を向上させる土地生産性を上げる方向もあれ

ば、岡島先生がご紹介いただきました鳥獣害を防ぐという方向での活用もあろうと思い

ます。 

その地域で、たとえ中山間であろうと、中小規模であろうと、その農業経営の中には

農業経営が踏み出すビジョンがあると思いますが、そのビジョンに合わせて考えて導入

いただく、ということになると思います。 

それで、そのためにアドバイスできるような導入の支援のシステムというのを、今私

どもで作っておりますので、いずれそういうのも使って「私の経営はこういうところを

目指したい」といったようなお話をいただいたときに、それに的確なシミュレーション

で、ある種の根拠を持って、お答えができるような形に持っていきたい。 

それから、追加的にお話しますと、例えば非常に小規模なところであっても、今日も

私どもの農業機械研究部門の藤岡が来ておりますが、そこで作った例えばメカロン、後

ろについてくる作業機があります。例えば中山間の狭隘なところで、とてもその収穫機

を導入できないといったようなところでもついてくるロボット、そういうものに収穫物

を置いたり、或いは防除のタンクを乗せたり、スマート農業技術っていうのは、たとえ

中山間あるいは非常に小規模なところだったのが生きてくると思いますので、経営のビ

ジョンに合わせて導入を考えていただく。 

それからもちろん、まだまだ足りない技術はございます。特に、果樹関係であります

とか、或いは工芸作物についてはですね、まだまだ足りない技術でございますので、そ

ういうところは、開発も引き続き力を入れて進めていきたい、というふうに考えており

ます。 

 

以上 


